


 

日本農芸化学会 第 35 回化学と生物シンポジウム 

「「「食食食ののの安安安全全全ととと健健健康康康」」」      
-フードバイオサイエンス研究がもたらす未来- 開催のお知らせ 

 

 過去50 年に、日本は急激に高齢化社会に突入しました。このことは、日

本人の遺伝子が変化したことによるものではなく、加速化の要因の一つとし

て、栄養の改善が挙げられます。しかし、寿命の長さは、国民に健康をもた

らしたわけではありません。むしろ、病気の発症率を50年前と比較すると、

糖尿病はおよそ30倍で、アレルギー症状も10倍以上増加しています。また、

若い人たちの肥満などの生活習慣病の発症率も著しく，これら肉体的な疾

患は、日本食から欧米食に食パターンが徐々に変わる時期に起こった第一

期の変化ととらえることができます。その変化に、さらに精神の病が加わっ

た第二期に現在は移行したと考えることができるでしょう。一方、産業の急

速な発展により様々な化学物質が産生され、その一部は食品に使用され、

また一部は混入される結果となりました。新たな病原菌やウイルスの出現、

食品の偽造・偽装などにより安心・安全な食の流通に不安が生じ，食の安全

と健康の維持・増進に不可欠な食(品)に対して国民の関心が高まってきま

した。 

 安全で健康な食生活を実現するために、どのような食事パターンや食履

歴が健康の維持や病気に導くのかを明らかにし，食品成分の効果を評価す

る機能性食品科学と疫学に基づいた新しい手法の開発が重要です。また，

消費者が安心できる流通システムの構築が求められます。このように，安

全で信頼性の高い食品を開発・研究することは、わが国のバイオテクノロジ

ー戦略そのものです。 

 本シンポジウムでは，身体および精神機能の基盤を形作る「食」の安全と

健康な生活の構築のために行われているバイオサイエンス研究の最前線

を分かりやすく紹介します。 
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